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安定マッチングは、選好順序を持っている参加者間のマッチングで、互いに現在マッチして

いる相手よりも選好1恒序が高いぺア(ブロッキングペアという)が存在しないものであり、安
定マッチングを求める問題を安定マッチング問題という。例えば、臓器移植のドナーとレシピ

エントのマッチング、インターネットサービスの提供者と受給者のマッチング、研修医と病院
のマッチングなど、現実に起こりうるマッチングが必要な多くの場合において、安定マッチン
グ問題を解き安定マッチングを求める彪、要がある。また、選好順序が動的に変化する場合もあ
り、その場合には動的選好順序の下での安定マッチング問題を解く必、要がある。
本論文では、短期的および長期的シナリオのもとで、動的選好順序の下での安定マッチング
を求め評価する手法を提案している。第 1章では、研究の背景、研究目的と本論文の貢献、論
文構成について述べている。第2章では関連研究について述べている。第3章では、短期的シ
ナリオ、すなわち選好/恒序が変化する度に安定マッチングを再計算して更新する場合において、
効率的な再計算の手法を提案している。提案手法では、更新前のマッチングをできるだけ保存
して安定マッチングを再計算することにより、再マッチングのニスト(新しい相手とぺアを組

み直すコスト)を既存手法よりも少なくでき、効率的である。第4章では、長期的シナリオ、
すなわち(ある程度の期間にわたり選好順序の変化を観測することなどにより)選好順序の出
現の確率分布が分かっている場合において、マッチングの安定度のより詳細な評価ができる手

法を提案している。提案手法では、従来老慮されていなかった、評価したいマッチングがある

選好順序においてもつブロッキングペアの状況を考慮している。具体的には、全ての選好順序
における、ブロッキングペアの和集合の要素数と、ブロッキングペアの数の期待値という、新
しい指標を導入し、それらを用いてマッチングの安定度のより詳細な評価ができる手法を提案
した。第5章では、実際の計算タスクのスケジューラを用いて数値実験を行い、長期的シナリ
オでの提案手法の有効性を示している。第6 章では、本論文の成果をまとめるとともに、今後
の課題について述べている。

論文内容 の 要

本論文では、サービスの提供者と受給者のマッチングなど実際の利用シーンで起こりうる、

選好1順序が動的に変わる場合において、安定マッチングを求め評価する手法を提案している。
まず、短期的シナリオについては、従来手法では、選好1恒序が変化する度に安定マッチング

全体を再計算していた。それに対して、提案手法では、更新前のマッチングをできるだけ保存
して安定マッチングを再計算することにより、再マッチングのコストを削減している。特に、
再マッチングのコストが大きい場合や、選好1恒序の変化が小さい場合、提案手法は効率を大き
く改善することができる。

また、長期的シナリオについては、従来手法では、評価したいマッチングがある選好1順序に

おいて安定マッチングであるか否かについてのみ考慮していた。それに対して、提案手法では、
安定マッチングでない場合においてさらに詳細にブロッキングペアの状況を考慮することによ

り、2 つの新しい評価指標を導入し、それらを用いたマッチングの安定度のより詳細な評価が
できる手法を提案している。さらに、実際の計算タスクのスケジューラの場合において数値実
験を行い、提案手法が現実の利用シーンにおいて効果があることを示している。
このように本論文では、動的選好1恒序の下での安定マッチングの計算および評価手法につい

て、短期的シナリオにおいては従来手法よりも再マッチングのコストが効率的な手法を、長期
的シナリオにおいては新しい評価指標を導入L従来手法よりも詳細な評価ができる手法を、提
案していることから、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判断した。
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